
一般財団法人　戸田みらい基金 （第2回建設に関する教育振興に係る助成事業）

＜活動報告書＞ ＜活動状況写真＞

【写真1】

【写真2】

【写真3】

（状況説明）
フライトシミュレーターで飛行
練習を行った。

TelloやMavic Miniは測量で建
設現場でも用いられる
Phantom4に近い操作感覚で
あるのに対し、フライトシミュ
レーターは操作感は異なるもの
の普段屋内では行うことができ
ない高度な飛行方法を試すこと
ができると技術を磨いていた。

②担当者

フリガナ

フリガナ ワカヤマケンリツワカヤマコウギョウコウトウガッコウ

①団体名・学校名 和歌山県立和歌山工業高等学校

氏名

所属
役職

土木科　科長

TEL 073-444-0158

（状況説明）
UAV実習を学んだ生徒たちが
本校に関心のある中学生・保護
者および中学校教員に対して説
明、実験、飛行を行った。
説明内容：
土木でのUAV活用方法につい
て
実験内容：
光学センサ・超音波センサの働
きを確認する実験
飛行：
本校中庭でMavic Miniを操作
し、飛行の様子や空からの眺め
をモニターを通して見学しても
らった。

④活動期間 2020年　4月　　～　2021年　2月

⑤活動内容
を記載

E-mail

③申請テーマ 無人航空機（UAV）を使用した「新しい土木の魅力」を発信

活動内容１…本校は沿岸部に位置し、南海トラフ地震の津波被害が予想されている。その津波に
対する避難場所として本校本館３階以上が指定されている。避難場所が適切か検証することを課
題とし、解決に向けて取り組んだ。
[検証方法]A：基準点より水準測量で各階の地盤高を測定　B：UAVを浸水深の高度で飛行させ
確認
検証する上で、浸水深を6.3ｍ（予想津波高さ8m－本校正門標高1.7m）と設定した。Ｂでは飛
行高度を6.3ｍとした。（事前に飛行高度の信頼性を調べた。ＴＳを用いて測定値と飛行高度の
差を調べた結果、気象条件により誤差は出るものの誤差は最大で29.8cmであった）
[結果]A:４回の測定結果より２階の地盤高＝9.202m、３階の地盤高＝13.209m　B：１・２
階の間であることを確認した。よって２階以上に避難することが必要であるとわかり、さらに上
階である３階は避難場所として適切であると結論付けた。
今後は、校舎の浸水深にあたる部分に明示板を設置したり、撮影した画像を示したりすることで
津波の危険性を伝えることを考えている。

活動内容２…UAV実習を学んだ生徒が「新しい土木の魅力」を発信した。
・「中学生体験学習」
本校に興味のある中学生・保護者および中学校教員に対し、生徒が土木におけるUAVの活用方
法について説明、センサーの仕組みを知るための実験、屋外での飛行見学を行った（別紙説明資
料１）。
・「WEBプレゼン大会（主催：わかやま産業を支えるネットワーク会議）」
県内工業系高校生や県内企業各社に活動内容１の取り組みを発表した（別紙説明資料２）。

以上の取り組みを通して、「新たな土木の魅力」を発信することができ、生徒が持つ建設業のイ
メージが大きく変わったと実感した。これを契機に高校生は、建設業界への入職・建設系上級学
校への進学につながることを、中学生は大きな希望を持って建設系学校を目指すことを切に願
う。

（状況説明）
UAVを用いて南海トラフ地震
で予想される浸水深の高さを記
録している様子。

津波被害時、本校３階以上が避
難場所として指定されている。
それが妥当であるかをオートレ
ベルやUAVなどを用いて検証
した。

その取り組みを和歌山県労働政
策課主催のポスターセッション
大会において、高校生・県内企
業各社の方々に説明した。

⑥活動費用合計 295,366円

⑧別紙説明資料
の有無

ある　　・　　なし
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令和２年１１月１２日

令和２年度和歌山県高等学校教育研究会工業部会

第３７回工業教育研究発表大会実施要項

主催 和歌山県高等学校教育研究会工業部会
共催 わかやま産業を支える人づくりネットワーク
協賛 和歌山県産業教育振興会工業教育部
後援 和 歌 山 県 教 育 委 員 会

１．発表大会実施要旨
高校生の工業に関する研究・作文を発表する機会を設け、生徒の創意工夫や研究活動を奨励する。
あわせて、教員の研究発表を実施し、教育研究の奨励をはかる。

２．開催日時
令和３年１月２０日（水）１３時００分～１５時３０分 Webシステムにより開催

(※ 参加数･運営の都合により開始時間・終了時間を変更する場合があります )

３．開催場所
発表会場：和歌山県立和歌山工業高等学校 多目的ホール（本館６階）

〒 641-0036 和歌山市西浜 3-6-1 TEL：073-444-0158
視聴会場：和歌山工業高校、紀北工業高校、箕島高校、紀央館高校、田辺工業高校、新翔高校

４．日 程
9:30～12:00 開場・リハーサル(希望者)
12:00～12:30 休憩
12:30～13:00 受付
13:00～13:10 開会式
13:10～13:35 ①作文部門_生徒発表
13:35～14:15 ②研究部門_生徒発表
14:15～14:30 休憩
14:30～15:10 ③Webプレゼン大会(主催：わかやま産業を支える人づくりネットワーク)
15:15～15:30 閉会式

５．発表内容
①作文部門
個人が現に受けている工業教育の体験について感想・決意・抱負等を述べたものとする。
（持ち時間４分） ･･･ 発表に映像・音楽(BGM)等は使用できない。

②研究部門
個人又はグループによる工業教育に関する研究・実践・実習等の成果をまとめたものとする。
（持ち時間８分） ･･･ 発表はPDFファイルのみで、映像・音楽(BGM)等は使用できない。

③Webプレゼン大会
個人又はグループによる工業教育、並びに企業等と連携した取組みに関する研究・実践・実習等
の成果をまとめたものとする。(発表は１回のみで質疑応答含め１０分)･･･ 発表はPDFファイルのみ

６．生徒発表者表彰
※作文・研究部門
選考委員の採点により部門別に審査し、最優秀賞、優秀賞を選出する。同点の場合は選考委員の
多数決投票で決定する。他の発表者には佳良賞を授与する。ただし、各賞の水準に達しないとき
は保留する。

※Webプレゼン大会
参加各組に、アイデア賞、研究賞、発表賞のいずれかを選出し、表彰する。

７．選考委員
※作文・研究部門
委員長：会場校校長 副委員長：各校校長 委員：各校代表１名 （発表会場にて審査）
各校代表委員につきましては、 令和２年１２月１１日（金）までに提出フォルダに、各校の

代表理事が別紙用紙「選考委員選任届」を提出のこと。
※Webプレゼン大会
審査員は、わかやま産業を支えるひとづくりプロジェクト校友会企業、経済団体、和歌山労働
局、工業高校、和歌山県商工観光労働部等で構成する。（各発表会場、またはWebにて審査）
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８．生徒の研究部門・作文部門発表に関する留意事項
(1)各校で選考の上、部門にかかわらず１編以上発表すること。
(2)申込書は、令和２年１２月１１日（金）までに、提出フォルダに提出のこと。
(3)研究部門、作文部門ともに研究発表資料２０部(選考委員用)を各校で準備し、大会当日受付に提
出のこと。

(4)研究発表用の PDF形式データはＵＳＢメモリに入れて大会当日受付に提出のこと。
また、研究会誌原稿は、大会終了後１週間以内に，下記の基盤内のフォルダに保存すること。

※研究会誌原稿の書式は、別紙｢令和２年度研究発表大会誌原稿の書式について｣を遵守すること。

9．Webプレゼン大会に関する留意事項
(1)申込書は令和２年１２月１１日（金）までに和歌山県労働政策課宛に提出すること。
（詳細は、県労働政策課より別途通知します。）

(2)発表時間は、１回の発表につき質疑応答を含め１０分以内を目安とする。
(3)15チームを5ブロックに分け、5ブロック同時に発表する。

10．審査基準
作文部門(１５点満点)

観 点 適 用 配 点
企 画 性 工業に関する適切な企画であるか。 ５
構 成 内容が首尾一貫しているか。 ５
表 現 力 発表の明瞭さ、発表の態度。 ５

研究部門(２５点満点)
観 点 適 用 配 点
企 画 性 工業に関する適切な企画であり，計画が立てられているか。 ５
創意工夫 研究への取り組みが熱心に進められ，創意工夫があるか。 ５
成 果 工業技術者としての資質を高めるために役立つものであるか。 ５
提示資料 資料(表、写真等)の活用が適切であるか。 ５
表 現 力 発表の明瞭さ、発表の態度。 ５

11．採点及び審査
※作文・研究部門
資料についても上記の基準について採点の対象とし、下記の要領で行う。
1)各部門において、審査基準に沿って各委員が採点し、集計時に持ち時間超過による減点を行
い、これをもとに順位をつける。

2)各委員の順位を合計し順位点を求め、選考委員全員で審議の上、総合的に審査する。
3)持ち時間の超過は、各選考委員の発表能力の審査（表現力）項目より次の基準で減点する。
・超過時に１点、その後１分毎に１点を減点する。
・計時は工業部会事務局が行う。

※Webプレゼン大会
1)審査基準に沿って、審査員の総合的な審議により各賞を選考する。

12．その他
※作文・研究部門
(1)教員及び生徒の研究費等については、些少の補助をします。(受取の印鑑をご用意ください。)
(本年度は１研究部門につき 10,000円)
生徒旅費は１研究部門につき３名まで、作文部門は人数分の JR料金を支給します。
また、発表者全員に参加賞を用意します。(詳細は工業部会本部事務局までお問い合わせください。)

(2)発表機材は下記のものを会場校で準備します。機器の操作は各発表校でお願いします。
準備している機器：プロジェクター１台・メインスクリーン１張・ノートパソコン１台

（WEB配信用のノートパソコンを使用します。）

※Webプレゼン大会
発表会場：①多目的ホール（本館６階）

②大会議室（本館２階）
③機械科視聴覚教室（機械科棟３階） 変更になる場合もあります。
④電気科講義室（電気科棟１階）
⑤創造技術科製図室（創造技術科棟５階）

準備している機器：プロジェクター１台・メインスクリーン１張・ノートパソコン１台
（WEB配信用のノートパソコンを使用します。）



- 3 -

申込書類等締切日 令和２年１２月１１日(金) 必着

大会申込(書類提出先) ＊申し込みは各フォルダに提出してください。

〔選考委員〕

学事システム－基盤－教科－工業－工業部会－研究発表大会－令和２年度

－提出箱－各校フォルダ－選考委員選出

〔作文・研究部門〕

学事システム－基盤－教科－工業－工業部会－研究発表大会－令和２年度

－提出箱－各校フォルダ－作文・研究部門

〔Webプレゼン大会〕

学事システム－基盤－教科－工業－工業部会－研究発表大会－令和２年度

－提出箱－各校フォルダ－Webプレゼン大会

問合せ先

〔作文・研究部門〕問合せ先
〒 641-0036 和歌山市西浜３－６－１

和歌山工業高校 産業デザイン科 児玉幸宗 宛
TEL： 073-444-0158 FAX： 073-444-2510
E-mail： kodama-y009@wakayama-c.ed.jp

〔 Webプレゼン大会〕問合せ先 申し込みは、下記＜＜基盤＞＞の
各フォルダに提出してください。

和歌山県労働政策課 就業支援班（ 担当：柏木丈治 ）
TEL：073-441-2807 FAX：073-422-5004
E-mail： kashiwagi_t0005@pref.wakayama.lg.jp



令和３年 1 月１３日 
資 料 提 供 

 Web プレゼン大会担当 作文部門・研究部門担当 

担 当 課 労働政策課  高等学校教育研究会工業部会事務局 
担 当 者 柏木  廣瀬 
電  話 073-441-2807  073-444-0158(和歌山工業高校内) 
 

第３７回工業教育研究発表大会を開催します 
 

 県内の５つの工業系学科設置高校（和歌山工業高校、紀北工業高校、箕島高校、紀央
館高校、田辺工業高校）の生徒が、学校で取り組んだ課題や研究の成果等についての発
表を行います。なお、今年度の開催は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から

Web 会議システムを活用し、聴講のみの生徒については各高校の教室で発表を視聴しま
す。 

   研究発表大会の概要 

１．日 時  令和３年１月２０日（水） 13:00～15:30 
                13:00～ 開会式 
                13:10～ 作文部門発表 
                13:35～ 研究部門発表 
                14:30～ Web プレゼン大会 
                15:15～ 閉会式 
        ※時間は当日の進行により前後する場合があります。 
 
２．場 所 【発表会場】和歌山工業高校（和歌山市西浜３－６－１） 
      【視聴会場】和歌山工業高校、紀北工業高校、箕島高校、紀央館高校、 

田辺工業高校、新翔高校 
 
３．主 催  和歌山県高等学校教育研究会工業部会 
        わかやま産業を支える人づくりネットワーク会議 
 
４．参加者  約１，０００人 

県内の工業高校生（和歌山工業高校、紀北工業高校、箕島高校（機械科）、 
紀央館高校（工業技術科）、田辺工業高校、新翔高校）、県内のものづくり企業 等 

 
５．発表内容（発表テーマは別紙のとおり） 
   作文部門        ５人 
   研究部門        ４組 
   Web プレゼン大会    １５組 
 

（参考 開催のイメージ） 

発表会場 視聴会場 



部門 発表順 題名 学校名

1 田辺工業高校で３年間学んで 田辺工業高校

2 紀央館高校に入学して 紀央館高校

3 成長できた３年間 紀北工業高校

4 高校生活で学んだこと 箕島高校

5 和歌山工業高校の３年間 和歌山工業高校

1 大和を一から作ろう 和歌山工業高校

2
地元地域で喜んでもらえる工業高校の取り組み
～シンボルモニュメント、デロリアンを動かそうプロジェクト～

田辺工業高校

3 二足歩行ロボットの製作 箕島高校

4 カウントダウンボードの製作 紀北工業高校

Webプレゼン大会のエントリーテーマ一覧

グループ 発表順 テーマ 学校名

1 ジオデシックドームを作る 紀北工業高等学校

2 継手から学ぶ想像力と創造力 和歌山工業高等学校

3 ランプシェードの製作 箕島高等学校

1 水準測量を用いた校舎各階の標高測定と津波防災への活用について 和歌山工業高等学校

2 和歌浦の干潟調査 和歌山工業高等学校

3 紀の国わかやま総文、及び文化祭2021のｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝﾎﾞｰﾄﾞの製作 田辺工業高校

1 バットスタンドの製作 紀北工業高等学校

2 高校生ロボット競技会出場へ向けたロボットの製作 和歌山工業高等学校

3 廃棄自転車車輪を利用したリヤカー＆トレーラーの製作 和歌山工業高等学校

1 バスレフ型スピーカーとステレオアンプの製作 和歌山工業高等学校

2 ミストシャワーの製作 紀央館高等学校

3 ESP-WROOM-02とESP-WROOM-32D開発ボードを用いた無線による温度監視システムの開発 田辺工業高校

1 オーサリングソフトを利用したアニメーション動画製作 紀北工業高等学校

2 ？ＢＯＸの製作 和歌山工業高等学校

3 アプリ開発プラットフォームMonacaを利用したアプリ開発 田辺工業高校

C

D

E

作文部門・研究部門の参加一覧

作文
部門

研究
部門

A

B
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